
　

仙
台
・
青
葉
山
に「
殿
」が
帰
っ
て
く
る
。２
０
２
２
年
３
月

の
地
震
で
損
傷
し
た「
伊
達
政
宗
公
騎
馬
像
」。７
月
に
修

復
の
た
め
東
京
に
旅
立
っ
た
騎
馬
像
は
、半
年
余
り
の
修
復

を
終
え
て
こ
の
春
、そ
の
雄
姿
を
再
び
仙
台
城
跡
に
現
す
。

仙
台
・
宮
城
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、郷
土
の
人
た
ち
が
待
ち
望

ん
だ
英
雄
の
帰
還
。そ
の
日
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
、「
政
宗

公
騎
馬
像
」が
た
ど
っ
て
き
た
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

“伊達の気概”
ここにあり～ ～

伊達政宗公騎馬像帰還記念企画

伊達政宗公騎馬像の
歴史をたどる

　
２
０
２
２
年
７
月
、損
傷
し
た

伊
達
政
宗
公
騎
馬
像
は
、修
復

作
業
の
た
め
東
京
都
瑞
穂
町
の

「
ブ
ロ
ン
ズ
ス
タ
ジ
オ
」に
運
び

込
ま
れ
た
。彫
刻
修
復
を
専
門

と
す
る
同
社
で
も
、今
回
の
修

復
は
困
難
な
も
の
だ
っ
た
。そ
の

理
由
の
一
つ
が「
設
計
図
が
残
っ

て
お
ら
ず
内
部
構
造
が
分
か
ら

な
い
」こ
と
。そ
の
た
め
内
部
の

調
査
は
慎
重
か
つ
丁
寧
に
進
め

ら
れ
た
。破
断
し
た
左
前
脚
と

右
後
脚
の
足
首
部
分
、さ
ら
に

馬
の
腰
部
を
切
り
開
い
て
調
べ

た
と
こ
ろ
、芯
棒
が
左
前
脚
と

右
後
脚
の
中
を
通
り
、地
山（
像

と
台
座
を
つ
な
ぐ
部
分
）に
固

定
さ
れ
像
を
支
え
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。芯
棒
は
鉄
製
で
腐

食
が
進
み
、地
金
部
分
に
も
劣

化
が
見
ら
れ
た
。破
断
の
原
因

は
地
震
に
加
え
経
年
劣
化
も

あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

騎
馬
像
は
塑
像
の
原
型
を
も

と
に
鋳
造
に
よ
り
制
作
さ
れ
、

鎧
兜
の
装
飾
な
ど
が
細
部
ま
で

見
事
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。ブ
ロ

ン
ズ
ス
タ
ジ
オ
取
締
役
の
髙
橋

裕
二
さ
ん
は
、「
地
金
の
厚
み
が

非
常
に
薄
く
驚
い
た
。像
を
軽

く
で
き
る
上
、原
型
の
再
現
性

が
高
く
、像
の
制
作
に
携
わ
っ
た

方
々
が
高
み
を
目
指
し
て
い
た

こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
た
。ま
た
、

仕
上
げ
に
人
の
手
で
打
た
れ
た

鏨
跡
が
無
数
に
あ
る
。丹
念
な

作
業
が
う
か
が
え
て
頭
の
下
が

る
思
い
だ
」と
当
時
の
職
人
た
ち

の
仕
事
ぶ
り
に
敬
意
を
表
す
。

　

修
復
作
業
で
は
、腐
食
し
た

鉄
製
の
芯
棒
を
ス
テ
ン
レ
ス
製

に
換
え
強
度
を
上
げ
、左
後
脚

の
つ
ま
先
部
分
を
ス
テ
ン
レ
ス
の

ね
じ
で
地
山
に
固
定
。像
の
肌

は
、従
来
の
印
象
を
損
ね
な
い
よ

う
に
汚
れ
を
取
り
除
く
。髙
橋

さ
ん
は「
美
術
品
で
あ
る
と
と
も

に
、仙
台
・
宮
城
の
シ
ン
ボ
ル
、ラ

ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
の
大
切
さ

を
兼
ね
て
い
る
点
に
、一
般
的
な

文
化
財
と
の
違
い
を

感
じ
る
。初
代
像
が

戦
時
の
金
属
供
出
で

一
度
姿
を
消
し
た
こ

と
や
、東
日
本
大
震

災
に
耐
え
た
こ
と
な

ど
の
歴
史
性
を
加
味

し
つ
つ
、設
置
す
る

ま
で
丁
寧
に
仕
事
を

続
け
た
い
」と
語
る
。

　
騎
馬
像
が
本
丸
広

場
に
再
び
戻
る
の
は

間
も
な
く
。仙
台
市

青
葉
区
公
園
課
の
鈴

木
江
美
子
課
長
は

「
市
民
の
皆
さ
ま
か

ら『
騎
馬
像
が
無
い
と
寂
し
い
』

『
い
つ
戻
る
の
か
』な
ど
の
声
が
寄

せ
ら
れ
、そ
れ
だ
け
こ
の
像
が
親

し
ま
れ
て
い
た
の
だ
と
感
じ
る
。

修
復
を
終
え
仙
台
城
跡
に
戻
る

ま
で
、楽
し
み
に
お
待
ち
い
た
だ

き
た
い
」と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

馬体腰部を切開し、腐食した芯棒を除去し交換 馬脚内部の様子。鉄芯の腐食が見られる

地山の内部も調査し、補強作業が進められている騎馬像不在の間、大型写真が設置され、「殿」の帰りを静かに待つ

投稿募集
おかえりなさい、政宗公

　政宗公騎馬像の帰還を前に、
この企画の一環として、伊達政
宗公と政宗公騎馬像にまつわる
投稿を募集しています。騎馬像の
帰還を、ともに盛り上げましょう！

投稿テーマ

❶ 政宗公と騎馬像へのメッセージ
❷ もしも、現代に政宗公がいたら…
上記のいずれかについてコメントをお寄せください。

投稿コメントは、特設サイトに掲載するほ
か、一部を第２回紙面特集（3月下旬予定）
で紹介させていただきます。

＞＞＞締め切り<<<

3月12日日
23：59迄

お問い合わせ／河北新報社営業局業務推進部　TEL：022-211-1314（土日祝を除く10～17時）

慎重な調査を終え、修復作業が進む騎馬像（2023年1月25日）

設
計
図
な
く
構
造
不
明

進
ん
だ
腐
食・劣
化

丹
念
な
作
業
に
驚
き

「
頭
の
下
が
る
思
い
」

特集 第1回

震
災
耐
え
た
美
術
品

強
度
上
げ
汚
れ
除
去

東京の修復業者が
昨年７月から修理 困難な作業 慎重、丁寧に騎馬像

修復リポート

修復終え、間もなく「ご帰還」昨年の地震で損傷、政宗公騎馬像

　河北新報社では政宗公騎馬像の帰還
を機に、その歴史的価値を検証するととも
に、政宗公の偉業を伝える紙面・イベント・
WEB連動シリーズ企画「おかえりなさい、

政宗公 ～“伊達の気概”ここにあり～」を展開してま
いります。お戻りになった政宗公と共に、郷土の誇りと
未来への展望を考える機会を創出いたします。

企画制作／河北新報社営業局

「おかえりなさい、政宗公」 
特設サイトはこちら▶▶▶

◯紙面特集 第2回（河北新報別刷）……3月下旬 発行予定
◯トークイベント………………………4月中旬 開催予定
◯紙面特集 第3回（河北新報朝刊）……5月下旬 掲載予定

1987年、河北新報に13回シリーズ
で連載された、「政宗騎馬像余話 
小室達・日記から」も公開中。

予告

メッセージ、続 と々寄せられ
ています。今すぐ投稿を！
投稿は特設サイトから

た
。
青
年
団
が
銅
像
建
立
を
目
指
し
た
理

由
を
、
佐
々
木
さ
ん
は
「
戊
辰
戦
争
で
『
朝

敵
』『
賊
軍
』
と
さ
れ
た
人
々
の
誇
り
を
回

復
す
る
た
め
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と

考
え
て
い
る
。

　

銅
像
の
形
が
な
ぜ
「
騎

馬
像
」
に
な
っ
た
の
か
、

詳
し
い
経
緯
は
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
が
、
33
年
、

青
年
団
が
議
論
を
重
ね
た

結
果
、「
制
作
者
は
小
室
達
」

「
銅
像
の
形
は
37
歳
の
政
宗

公
が
仙
台
城
に
入
城
す
る

甲
冑
騎
馬
の
姿
」「
建
立
場

所
は
仙
台
城
本
丸
の
招
魂

社
境
内
」
と
決
定
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

制
作
を
依
頼
さ
れ
た
小
室

は
、
槻
木
村
（
現
宮
城
県
柴

田
町
）
出
身
で
、
東
京
美
術
学
校
（
現
東
京

芸
術
大
）
を
首
席
で
卒
業
し
た
気
鋭
の
彫
刻

家
だ
っ
た
。「
し
ば
た
の
郷
土
館
」
学
芸
員

の
岡
山
卓
矢
さ
ん
（
37
）
は
、「
各
方
面
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
多
く
の
助
言
や
励
ま
し
、
苦

言
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
も
、
素
直
に
受
け

入
れ
て
試
作
を
進
め
て
い
っ
た
よ
う
で
す
」

と
説
明
す
る
。

　

35
年
１
月
29
日
、
２
年
の
歳
月
を
か
け

た
石
膏
塑
像
が
つ
い
に
完
成
し
、
東
京
・

日
暮
里
の
伊
藤
鋳
造
所
で
鋳
造
さ
れ
た
。

高
さ
約
４
・
２
㍍
、
重
さ
４
・
５
㌧
の
「
伊

達
政
宗
公
騎
馬
像
」
の
完
成
だ
。
騎
馬
像

は
５
月
12
日
深
夜
、
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に

引
か
れ
、
仙
台
に
向
け
て
出
発
す
る
。
随

行
し
た
の
は
、
青
年
団
。
移
送
中
、
彼
ら

は
木
造
の
橋
や
悪
路
と
い
っ
た
困
難
に
遭

遇
す
る
た
び
に
、
仮
設
の
橋
を
架
け
た
り

　

甲
冑
騎
馬
姿
で
穏
や
か
に
城
下
を
見
守

る
「
伊
達
政
宗
公
騎
馬
像
」
は
、
全
国
的

に
も
知
ら
れ
る
仙
台
・
宮
城
の
象
徴
だ
。

し
か
し
、
こ
の
像
が
実
は
２
代
目
で
あ
る

こ
と
を
知
る
人
は
多
く
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
現
在
修
復
中
の
騎
馬
像
が
こ
の
地
に

据
え
ら
れ
た
の
は
、
１
９
６
４
年
10
月
９

日
の
東
京
五
輪
開
会
式
前
日
。
初
代
は
、

そ
の
日
か
ら
29
年
前
の
35
年
５
月
23
日
に

建
立
さ
れ
た
。

　

初
代
騎
馬
像
は
、
伊
達
政
宗
公
（
１
５
６

７
〜
１
６
３
６
年
）
の
没
後
３
０
０
年
を
記

念
す
る
事
業
の
一
つ
と
し
て
建
立
さ
れ
た
。

33
年
、
政
財
官
の
人
材
が
集
ま
っ
て
「
藩
祖

伊
達
政
宗
公
三
百
年
祭
協
賛
会
」
を
設
立
し
、

三
百
年
祭
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業

を
計
画
。
そ
の
一
つ
が
「
政
宗
公
の
銅
像
の

建
立
」
だ
っ
た
。
興
味
深
い
の
は
、
そ
れ
以

前
に
「
政
宗
公
三
百
回
忌
に
向
け
て
銅
像
を

建
立
し
よ
う
」
と
い
う
動
き
が
あ
っ
た
こ
と

だ
。
発
案
し
た
の
は
宮
城
の
若
者
た
ち
。
協

賛
会
発
足
前
の
30
年
、
宮
城
県
連
合
青
年
団

が
建
立
に
向
け
て
既
に
活
動
を
始
め
て
い

た
。
協
賛
会
設
立
後
は
、
青
年
団
と
協
賛
会

が
協
調
し
な
が
ら
実
現
を
目
指
す
こ
と
に

な
っ
た
。

　

郷
土
史
研
究
家
の
佐
々
木
伸
さ
ん
（
68
）

＝
仙
台
市
＝
は
、「
騎
馬
像
を
作
っ
た
の
は

協
賛
会
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
青
年
団

が
発
案
し
、
自
主
的
に
動
い
て
建
立
し
た

の
で
す
」と
語
る
。
政
宗
公
の
銅
像
建
立
は
、

団
員
た
ち
が
労
働
奉
仕
で
得
た
資
金
と
、

旧
仙
台
藩
領
の
家
々
を
一
軒
ず
つ
訪
ね
て

募
っ
た
寄
付

金
で
成
し
遂

げ
た
完
全
な

民
間
主
導
型

の
事
業
だ
っ

一
時
的
に
川
を
せ
き
止
め
た
り
す
る
な
ど
、

力
を
出
し
合
っ
て
乗
り
越
え
た
。

　

奥
州
街
道
を
時
速
16
㌔
で
進
む
騎
馬
像

を
一
目
見
よ
う
と
、
沿
道
に
は
多
く
の
人
々

が
押
し
寄
せ
た
。
16
日
、
長
町
（
仙
台
市
）

で
青
年
団
の
出
迎
え
を
受
け
た
一
行
は
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
の
先
導
で
仙
台
城
跡
へ
向
か

う
。
沿
道
に
は
20
万
人
も
の
市
民
が
殺
到

し
た
と
い
う
。

　

23
日
に
は
、
仙
台
城
跡
に
名
士
ら
約
５

０
０
０
人
が
集
ま
り
、
盛
大
な
除
幕
式
が

行
わ
れ
た
。

　

初
代
騎
馬
像
は
９
年
後
、
仙
台
城
跡
を

離
れ
る
こ
と
に
な
る
。
太
平
洋
戦
争
下
の

金
属
供
出
だ
。
44
年
１
月
22
日
、「
藩
祖
公

出
陣
」
の
名
目
で
、出
陣
式
ま
で
行
わ
れ
た
。

招
待
さ
れ
た
小
室
は
「
胸
が
さ
け
る
思
い

だ
っ
た
」
と
日
記
に
記
し
て
い
る
。
そ
の

騎
馬
像
が
、
戦
後
の
45
年
11
月
、
塩
釡
市

の
金
属
回
収
所
で
発
見
さ
れ
た
。
回
収
所

職
員
が
「
政
宗
公
は
溶
か
せ
な
い
」
と
手

を
付
け
る
の
が
遅
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
発
見
し
た
郷
土
史
家
の
石
川
謙
吾

は
、「
仙
台
に
戻
し
た
い
」
と
、
全
て
溶
か

さ
れ
る
前
に
個
人
で
買
い
取
る
こ
と
を
決

意
す
る
。
か
ろ
う
じ
て
残
っ
た
胸
像
は
後

に
仙
台
市
に
寄
贈
さ
れ
た
。
78
年
か
ら
は

仙
台
市
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

騎
馬
像
が
供
出
さ
れ
た
日
か
ら
、
仙
台
城

跡
の
台
座
は
空
白
の
ま
ま
だ
っ
た
。
こ
の「
空

白
の
時
代
」
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
の
は
、

53
年
10
月
。
小
野
田
セ
メ
ン
ト
が
白
色
セ
メ

ン
ト
製
の
「
伊
達
政
宗
公
立
像
（
平
和
像
）」

を
寄
贈
し
た
の
だ
。
そ
の
後
、
騎
馬
像
の
石

膏
原
型
が
小
室
の
遺
族
に
よ
り
故
郷
・
槻
木

町
（
当
時
）
に
寄
贈
さ
れ
る
。
こ
れ
が
、
２

代
目
騎
馬
像
建
立
の
伏
線
と
な
っ
た
。

　

や
が
て
、
仙
台
市
民
の
間
で
政
宗
公
の

騎
馬
像
を
懐
か
し
む
声
が
上
が
り
始
め
た
。

そ
こ
に
、
騎
馬
像
の
石
膏
原
型
が
槻
木
に

あ
る
と
い
う
う
わ
さ
が
伝
わ
っ
た
こ
と
で
、

騎
馬
像
復
元
へ
の
機
運
は
高
ま
っ
た
。
時

を
同
じ
く
し
て
、
仙
台
市
観
光
協
会
が
社

団
法
人
化
に
向
け
て
動
き
出
し
、
記
念
事

業
と
し
て
、
騎
馬
像
の
復
元
が
組
み
込
ま

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

64
年
、
東
京
五
輪
開
会
式
の
前
日
、「
伊

達
政
宗
公
騎
馬
像
」
が
つ
い
に
仙
台
城
跡

に
帰
っ
て
き
た
。
平
和
像
は
こ
れ
に
先
立

ち
、
政
宗
公
が
仙
台
開
府
前
に
居
城
を
置

い
て
い
た
岩
出
山
町
（
現
大
崎
市
）
の
観

光
協
会
に
譲
渡
さ
れ
、
今
も
城
跡
に
た
た

ず
ん
で
い
る
。

　

昨
年
３
月
16
日
、
宮
城
県
な
ど
で
起
き

た
最
大
震
度
６
強
の
地
震
。「
馬
の
足
首
が

破
断
し
、
騎
馬
像
が
傾
く
」
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
は
、
仙
台
市
民
に
衝
撃
を
与
え
、
政
宗

公
騎
馬
像
が
「
郷
土
の
誇
り
」
で
あ
る
こ

と
の
意
義
を
再
認
識
さ
せ
る
結
果
と
な
っ

た
。
佐
々
木
さ
ん
は
「
騎
馬
像
、
台
座
、
銘

板
と
い
う
三
つ
の
要
素
の
中
で
も
、
仙
台

藩
出
身
の
斎
藤
実
元
首
相
が
揮
毫
し
た
銘

板
に
注
目
し
て
ほ
し
い
」
と
語
る
。
刻
ま
れ

た
「
伊
達
政
宗
卿
」
の
「
卿
」
の
字
は
「
従

三
位
以
上
の
高
い
官
位
」
を
示
す
。
威
厳
と

格
式
の
高
さ
を
強
調
す
る
敬
称
を
使
っ
た

と
こ
ろ
に
、
建
立
し
た
青
年
団
の
思
い
が

あ
る
と
佐
々
木
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。

　

岡
山
さ
ん
は
「
小
室
が
制
作
者
に
選
ば

れ
て
い
な
け
れ
ば
、
多
く
の
人
の
心
に
あ

る
伊
達
政
宗
公
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
も
っ
と

違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
」
と
問
い
か
け
る
。
今
年
は
小
室
達
没

後
70
年
に
あ
た
る
。「
し
ば
た
の
郷
土
館
」

で
は
、
騎
馬
像
の
帰
還
と
小
室
達
没
後

70
年
に
合
わ

せ
、
石
膏
原

型
を
全
て
展

示
す
る
企
画

展
を
計
画
し

て
い
る
。

　

初
代
の
建
立
か
ら
今
日
ま
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
時
代
と
と
も
に
仙
台
を
見
つ
め
て
き

た
「
伊
達
政
宗
公
騎
馬
像
」。
仙
台
の
礎
を

築
い
た
政
宗
公
の
気
概
を
今
に
伝
え
る
騎

馬
像
が
、
間
も
な
く
仙
台
城
跡
に
帰
っ
て

く
る
。
政
宗
公
の
功
績
に
思
い
を
は
せ
な

が
ら
、
そ
の
日
を
待
ち
た
い
。

郷土史研究家
佐々木 伸氏

政宗公騎馬像の帰りを待つ仙台城跡（手前）と仙台市街地。フェンスで囲われた台座（右下）に間もなく騎馬像が戻る

青年団が随行し輸送された初代騎馬像（写真提供：峯孝子氏）
初代騎馬像は現在、仙台市博物館南庭に展示されて
いる。戦後、塩釜の金属回収所で発見された

仙
台
・
宮
城
の
象
徴

現
騎
馬
像
は
2
代
目

彫
刻
家
小
室
達
制
作

沿
道
20
万
人
が
歓
迎

戦
時
下
に
金
属
供
出

 「
胸
が
さ
け
る
思
い
」

損
傷
、市
民
に
衝
撃

郷
土
の
誇
り
再
認
識

か
っ
ち
ゅ
う

よ
ろ
い
か
ぶ
と

た
が
ね

騎馬像復元（2代目制作）の様子。部分鋳造を溶接で組み立てる
（写真提供：後藤信夫氏）

2023年 3月28日火
～7月9日日

2023年6月17日（土） 13：30～15：00
講師：有限会社ブロンズスタジオ　髙橋裕二氏
騎馬像の修復について、担当した専門家にお話をうかがいます。

主 催
柴田町教育委員会

会場・お問い合わせ
しばたの郷土館

柴田郡柴田町船岡西１丁目６-２６  TEL：0224-55-0707
月曜休館（月曜が祝日の場合は翌日休館）

しばたの郷土館企画展「復活の騎馬像」
収蔵する政宗公騎馬像の石膏原型を
公開。騎馬像の作者、小室達作品の
鑑賞機会を提供します。

WEB
サイト▶

記念講演会

（9：00-17：00）

と
お
る

せ
っ
こ
う

ま
こ
と

き
ご
う

き
ょ
う

しばたの郷土館
学芸員 岡山 卓矢氏

仙
台
駅

定禅寺通

広瀬通

広
瀬
川

青葉通

南町通
地下鉄
東西線

仙台青葉通一
番町大町西公園

国際センター

仙台国際センター

脇櫓

東北大学

仙台市博物館

伊達政宗公騎馬像
仙台城跡

×

×
×

×＝石垣修復のため現在通行止め

「伊達政宗公騎馬像」の歩み

●「政宗公銅像」発意（宮城県青年団）

●藩祖公三百年祭協賛会設立
●「伊達政宗公騎馬」制作を
　彫刻家・小室達に依頼

●「伊達政宗公三百年祭」
●「伊達政宗公騎馬像」（初代）建立

●「伊達政宗公騎馬像」出陣式
　（金属回収令により）

●郷土史家・石川謙吾が騎馬像を発見
　（塩釜の金属回収所）

●小室達死去
●「伊達政宗公立像（平和像）」建立

●小室家が騎馬像石膏原型を槻木町に寄贈

●「伊達政宗公騎馬像」の復元を
　仙台市観光協会が決定

●「伊達政宗公立像（平和像）」、岩出山城跡へ移設
●「伊達政宗公騎馬像」（二代目）復元・建立

●地震により「伊達政宗公騎馬像」の
　一部破断、修復へ

●「伊達政宗公騎馬像」帰還・再公開（予定）

1930年（昭和５年）

1933年（昭和8年）

1935年（昭和10年）

1944年（昭和19年）

1945年（昭和20年）

1953年（昭和28年）

1954年（昭和29年）

1963年（昭和38年）

1964年（昭和39年）

2022年（令和4年）

2023年（令和5年）

協 賛

一般社団法人 宮城県建設業協会

伊達政宗公次女・牟宇姫ゆかりの地

角田市

順不同
主 催 河北新報社 協 力 仙台市


